
ReferenceServiceに お け る

Internetの 有 効 利 用

近畿大学中央図書館の場合

隆中央図書館閲覧課 寺 尾

2.lntemetの 利 用 技 術1.は じめに:図 書館は何のためにあるのか

Internetは 今 や 社 会 の 様 々 な分野 に浸透 し、

必 要 欠 くべ か ら ざ る もの と な って い る。 図 書

館 に お いて も例 外 で は な い。Internetに は 多

様 な利 用技 術 が あ り、 そ の 技 術 革 新 は め ざ ま

しい。 よ く使 用 され て い る主 な利 用 技 術 を コ

ミュニ ケー シ ョンの 形 態 か ら見 る と、 次 の よ

う に分 類 で き る。

a)E-mail

電 子 メー ル。 一対 一 の コ ミュニ ケー シ ョン。

b)MailingList

電 子 メール によ る電 子会 議 。一 対 多 の コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン。 ネ ッ トワ ー ク分散 型。

c)BBS

(BulletinBoardSystem;電 子掲 示 板)

多対 多 の コ ミュニ ケ ー シ ョン。 ホ ス ト集 中

型 。 これ らを リア ル タイムに した ものが、チ ャ ッ

ト(Chat)に な る。

d)FTP(FileTransferProtocol)

Internet上 で フ ァイ ル を転 送 す る た め の プ

ロ トコル。 ソ フ トウ ェア の ダ ウ ン ロー ドに使

わ れ る 。 最 近 で はAdobe社 のAcrobat

Readerで 閲 覧 可 能 なPDFフ ァイ ル で 提 供

さ れ る ドキ ュメ ン トが増 え て きて い る。

e)WWW(WorldWideWeb)

文 字 、 音 声 、 静 止 画 像 、 動 画等 の マ ル チ メ

デ ィア に対 応 した情 報 閲 覧 ・発 信 シ ス テ ム。

ブ ラ ウザ と呼 ば れ る ソ フ トウェ アを使 用 し、

ホ ー ム ペ ー ジを表 示 させ る。 単 にWebと も

ラ ンガ ナ タ ン(Ranganathan)は 、 図 書

館 の あ るべ き根 本 原 理 と して 『図 書 館 学 の5

法 則 』(FiveLawsofLibraryScience)を

提 唱 した。

第1法 則Booksareuse

(本 は利 用 す るた め に あ る)

第2法 則BooksareforalI

(本 はす べ て の人 の た め に存 在 す る)

第3法 則Everybooks,itsreader

(す べ て の 本 を そ の読 者 に)

第4法 則Savethetimeofreaders

(利 用 者 の 時 間 を節 約 せ よ)

第5法 則Alibraryisgrowingorganiza.

tion

(図 書 館 は成 長 す る有 機 体 で あ る)

「図 書 館 に は情 報 が あ りま す よ ね。 で も、

情 報 は ス ト ック され て い るだ け じ ゃ意 味 が な

い ん で 、 必 要 とす る人 た ち に と ど け られ な け

れ ば な らな い。 そ の 情 報 を流 通 させ る のが ド

キ ュ メ ン タ リス トの 仕 事 なん で す 。」1)

これ は 、 フ ラ ンス国 立 高 等 電 気 通 信 学 校 図 書

館2)の フ ラ ン ソ ワー ズ ・コ ンベ ル女 史3)の 言

葉 で あ る。

い ず れ も図書 館 の そ して 図 書 館 員 の 本 質 的

な役 割 を 的確 に 表 現 して い る。
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ジを 検索 す る。

現 在 で は、 ロ ボ ッ ト型 で もURL登 録 機 能

が あ った り、 フ リー ワー ド検 索 と デ ィ レク ト

リ検 索 の 両方 の機 能 を兼 ね 備 え て い る もの が

ほ とん ど で あ る。

一 般 的 な比 較 で あ るが
、 ロボ ッ ト型 は ヒ ッ

ト件 数 が 多 くな る が、 多 くの ノイ ズが 含 まれ

る。 一 方 登 録 型 は、 ヒ ッ ト件 数 が ロボ ッ ト型

と比 較 して少 な くな る。

求 め る情 報 が 、 ど この ペ ー ジに有 るか 既 に

わか っ て い る よ うな時 は、 登 録 型 を使 用 した

方 が 検 索 結 果 に含 まれ る ノ イ ズ が少 な く、 そ

の ペ ー ジ を は や く見 っ け 出 す こ とが で き る場

合 が 多 い。

キ ー ワ ー ドの選 定 は難 し く、 キ ー ワー ドの

選 択 を誤 る と、 思 っ た よ うな検 索 結 果 が 得 ら

れ な くな って しま う。 で き る だ け単 純 化 した

言 葉 で 絞 り込 ん で 行 っ た方 が、 よ い結 果 が 得

ら れ る よ う に 思 う 。 検 索 の 際 、 複 数 の

SearchEngineを 使 い、 そ の特 性 を見 極 め使

い分 け る こ と も必 要 で あ る。

URLに よ って 、 お お よ そ の情 報 源 が 特 定

で き る。 た と え ば 、 近 畿 大 学 中 央 図 書 館 の

URLhttp://www.clib.kindai.ac.jp/の 末

尾jpは 国 名 で 、 日本(japan)を 表 し、ac

は組 織 属 性 が 、 学 術 機 関(academy)で あ る

こ とを 示 して い る。 政 府 機 関(government)

で あ れ ばgoに な る。

SearchEngineの 検 索 結 果 の一 覧 に は、 簡

単 な コ メ ン ト及 び更 新 日が 表 示 され て い る。

しか し、 表 示 され て い るペ ー ジ に求 め る情 報

が 含 まれ て い るか 否 か は、 最 終 的 に は実 際 に

ペ ー ジを 開 き確 認 して 行 か な ければ な らな い。

URLに よ って情 報 源 を 確 認 し、 そ して コ

メ ン トや 更 新 日等 を 参 照 しなが ら、 ペ ー ジを

開 いて 求 め る情 報 が あ るか を根 気 よ く見 て行

く。 その 際 、 ブ ラ ウザ の ペ ー ジ内 検 索 機 能 を

使 う と、 ペ ー ジ内 の 文 字 列 を検 索 で き、 特 に

その ペ ー ジの 内 容 が 多 い場 合 等 、 肉 眼 で 見 て

行 くよ り も見落 と しが な く、 ま た ス ピー デ ィー

に確 認 す る こ とが で き る。

い い、 一 般 的 にInternetと い う と、 これ を

指 す 場 合 が 多 い。

3.SearchEngineの 重 要 性

SearchEngineは 「検 索 エ ン ジ ン」 と も 呼

ば れ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 の 膨 大 な 情 報 の 中 か

ら求 め る 情 報 を 探 し 出 す た あ の 情 報 検 索 サ ー

ビ ス で あ る 。 数 多 く存 在 す るSearchEngine

を 分 類 す る と 、 以 下 の よ う に な る 。

A.情 報 の 収 集 方 法 に よ る 分 類

a)登 録 型

人 に よ る 作 業 でInternet上 の ア ド レ ス で

あ るURL(UniformResourceLocator)

を 登 録 し、 イ ン デ ッ ク ス を 付 加 す る も の 。

主 な 登 録 型

・国 内

YahooJapanhttp://www.yahoo.co.jp/

NTTDirectoryhttp://navi.ocn.ne.jp/

・海 外

Yahoohttp://www.yahoo.com/

b)ロ ボ ッ ト型

ロ ボ ッ ト(自 動 巡 回 ソ フ トウ ェ ア)に よ っ

て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 を 自 動 的 に 探 して 行 く

も の 。

主 な ロ ボ ッ ト型

・国 内

goohttp://www.goo.ne.jp/

InfoseekJapanhttp://www.infoseek.co.jp/

ExciteJapanhttp://www.excite.co.jp/

LycosJapanhttp://www.lycos.co.jp/

・海 外

http://www.infoseek.com/

http://www.lycos.com/

http://www.hotbot.com/

http://www.excite.com/

Infoseek

Lycos

HotBot

Excite

B.検 索 方 法 によ る分 類

a)デ ィ レ ク ト リ検 索(カ テ ゴ リ検 索)

分 類 別 の デ ィ レク ト リを た ど る こ とに よ っ

て、 目的 の ホ ー ムペ ー ジを探 し出す検 索方 法。

b)フ リー・一ワー ド検 索(キ ー ワー ド検 索)

キ ー ワー ドに よ って マ ッチ す るホ ー ムペ ー

可ζ_



図1に ぎわ いね っ と(大 阪市教 育 セ ンタ ー)

http:〃㎡giwai.㏄ec.ne.jp/

図2AcoountingNet

ht匂P:〃vvww.acco岨tingnet.oomノ

者 の方 は在 庫 が ほ とん どな い状 態 の 中 で 、 苦

心 して探 して い た だ き、 当館 に寄 贈 して い た

だ い た。

Q2.FASB(米 国 財 務 会 計 基 準 審 議 会)

が 出 した1999年2月 の 財 務 会 計 基 準 書 公 開

草 案 「連 結 財 務 諸 表:目 的 及 び方 針 」 を探 し

て い る。

Infoseek(URLは 前 出)

Keyword:FASBstatement1999

AccountingNet

http://www.accountingnet.com/

Keyword:proposedstatement

Infoseekか らAccountingNet(図2)を 知 り、

そ こか らDownloadSightが わ か り、 全 文

を ダ ウ ンロ ー ドす る ことが で き た。

そ の際 、 同 様 の 会 計 学 関 係 のWebSight

で あ るRAW(RutgersAccountingWeb)

一]

4.利 用 相 談 力 ウ ン タ ー に お け る

ReferenceService

中央 図書 館 で は、 昨年(1998年)6月 か ら、

利 用 相 談 カ ウ ンタ ー を4階 に 設 置 し4)、 本 年

(1999年)4月 か ら は、3階 に も利 用 相 談 カ

ウ ン タ ー を 新 設 し た 。 本 学 図 書 館 の 図 書

OPAC(OpenPublicAccessCatalog:オ

ン ラ イ ン閲 覧 目 録)で あ るKISS(Kinki

universityInformationServiceSystem)5)、

雑 誌OPACのKISS2(Kinkiuniversity

InformationSystemofSerials)6)、 学 術 情

報 セ ン タ ー のNACSIS-Webcat7)、NACSIS-

CAT、NACSIS-IR、 大 阪 府 立 図 書 館 パ ソ コ

ン通 信 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム(OL-NET)、

大 阪 市 立 図 書 館 パ ソ コ ン通 信 シ ス テ ム

(OsakaMunicipalLibraryInformation

Network:OMLIN)等 の公 共 図 書 館 のOPA

C、 各 種 デ ー タベ ー ス等 も検 索 で き る環 境 を

整 え て い る。 そ の 他lnternetを 介 して 各 種

出版 情 報 、 書 店 在 庫 やBritishLibraryを 始

め海 外 のOPAC、 デ ー タ ベ ー ス等 を検 索 す

る こ と も可 能 に な って い る。 利 用 者 の立 場 に

立 っ た、 積 極 的 な利 用 者 サ ー ビス を推 進 す る

と い うのが そ の 目的 で あ る。

5.lnternetに よ るReference事 例

で は以 下 に、 利 用 相 談 カ ウ ン ター に お い て

実 際 に あ った、Internetの 利 用 が 有 効 で あ っ

たReferenceService事 例 の一 部 を紹 介 す る。

Q1.複 数 の 利 用 者 か ら、 大 阪 市 教 育 セ ン

タ ー刊 行 の 、 稲 富 進 著 『日本 社 会 の国 際 化 と

人 権 教 育:近 隣 ア ジア の人 び と との共 生 を め

ざ して』1992.3を 読 み た い と の 依 頼 が あ っ

た。 当 館 に は所 蔵 はな く、 非 売 品 で あ っ た。

YahooJapan(URLは 前 出)

Keyword:大 阪 市 教 育 セ ンタ ー

大 阪市 教 育 セ ンターが運 営す る 「に ぎわ いね っ

と」http://nigiwai.ocec.ne.jp/(図1)が わ

か った。 そ の ペ ー ジの ポス トへ 問 い合 わ せ 及

び寄 贈 依 頼 のE-mailを 出 した と こ ろ、 担 当



図5地 方分権推 進委 員会 中間鞭 告 一分権 型社 会の創 造 一

h晦Wwww.80冒 血.90.jplcouncillbun][en》midd】b1

Moody's格 付 け一 覧 がPDFフ ァイ ル で 無 料

提 供 され て い る。

Q5.援 助 交 際 を教 育 的 ・学 術 的 に と らえ

た資 料 を探 して い る。

goo(URLは 前 出)

Keyword:援 助 交 際

ベ ネ ッセ教 育研 究所 ・ベ ネ ッセ コー ポ レー シ ョ

ンが 後 援 す る チ ャイ ル ド ・ リサ ー チ ・ネ ッ ト

http://www.crn.or.jp/(図4)の 図 書 館 の

ペ ー ジ中 に 「モ ノ グ ラ フ ・高 校 生Vol ,52援

助 交 際」 が あ っ た 。1997年 に 東 京 ・埼 玉 の

公 立 高 校 生1,726名 に対 して 実 施 され た ア ン

ケ ー ト調 査 の 詳 細 な報 告 書 で あ る。PDFフ ァ

イ ルで 提 供 さ れ て い る。

Q6.地 方 分 権 推 進 委 員 会 の 中 間 報 告 「分

権 型 社 会 の創 造 」 を見 た い。

goo(URLは 前 出)

Keyword:分 権 型 社 会 の創 造

総 理 府 ホ ー ム ペ ー ジの審 議 会 ・委 員 会 情 報 の

中 に全 文 が掲 載 され て い た 。(図5)情 報 公

開 の 進 展 に 伴 い 、 多 く の 政 府 関 係 資 料 が

Internet上 で 公 開 され る よ う にな って きて い

る。

Referenceの 中 に は、 様 々 な 参 考 図 書 等 や

デ ー タ ベ ー ス等 を 出来 る限 り検 索 して も確 認

が で き な い も の も あ る 。 灰 色 文 献(Gray

Literature)と 呼 ば れ る入 手 困 難 な 資 料 もあ

る。 そ の よ うな 場 合 、E-mail等 を 使 い 出版

した機 関 や 著 者 ご本 人 に も問 い合 わせ をす る。

国 内 で 確 認 で き な い もの は、 当然 海 外 へ も問

図3学 習 指 導要領(文 部 省)

httpゴんrww.monbu.gojplnew8/00000317'i1二dexLhtml

図4チ ャイル ド ・リサー チ ・ネ ッ ト

http=〃www.cm,or.jp1

http://www.rutgers.edu/Accounting/raw/も

見 つ けた 。

Q3.今 回 改 訂 され た学 習 指 導 要 領 の 内 容

を 知 りた い。

YahooJapan(URLは 前 出)

KeyWord:文 部 省

YahooJapanで 文 部 省 の ホ ー ム ペ ー ジ を 検

索 し、 学 習 指 導 要 領 の ペ ー ジを探 し(図3)、

全文 を 入 手 した。 同 様 に して 中 央 教 育 審 議 会

答 申等 も入手 で きた 。

Q4.Moody'sの 格 付 けを 入手 した い。

YahooJapan(URLは 前 出)

KeyWord:ム ー デ ィー ズ格 付

TOPPANIRInformationJapanの ペ ー ジ

にhttp://mr.topica.ne.jp/ir/index.htmlム ー

デ ィ ー ズ ジ ャ パ ン か ら 提 供 を 受 け た



の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンと い う最 も重 要 な部 分

で は な いだ ろ うか 。 図 書 館 員 は この こ とを 自

覚 し、 意 識 の 変 革 をす べ き時 期 に きて い る。

今 更 言 うまで もな く、 新 た な る時 代 の転 機 の

中 で 、 そ のLibrarianship8)は 図 書 館 員 の

Identityを 賭 け た重 大 な 問題 と して 目の前 に

提 起 され て い るの で あ る。

図 書 館 員 も、 他 の 図 書 館 へ 行 けば 一 利 用 者

と な る。 視 点 を180度 変 え れ ば 、 見 え なか っ

た もの が 見 え て くる、 気 付 か な か った こと に

気 付 か され る。 そ の 時 の 気 持 ちを 忘 れ な い よ

う にMyBestを 尽 く して 努 力 して 行 き た い

と私 は思 う。
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い合わせを している。

ここに紹介した以外にも、本当に多くの方々

にご協力をいただいている。この場を借りて、

あらためてお礼を申 し上げたい。

図書館員と利用者との関係を考える時、図

書館員が利用者に対 して、情報を提供 して行

く側面だけがクローズアップされがちである。

しかし、決 してそれだけではない。逆に図書

館員が利用者の人に教えられる、育てられる

ということも数多くある。私もReferenceを

受けた時に、 こういう言葉があるのか、 こう

いう概念や分野があるのかというように、利

用者から教えられたり、気付かされたりする

ことがよくある。(単 に勉強不足 ということ

も多々あるとは思 うが ……)

6.お わ りに

確かに、Internetの 近年のそのめざましい

技術革新と、その地球規模の拡が りは目を見

張 るものがある。 しか し、結局Internetも

人間にとって、一つの道具であり、手段にす

ぎないということを忘れないことである。ネッ

トワーク技術がどんなに発達 しようと、利用

者のためにベス トを尽 くす基本姿勢、利用者

のために諦めずに、忍耐強 く努力 し続ける

「心」が図書館員になければ、決 してよりよ

いサービスを提供することはできない。常 に

利用者へのサービスの向上を思 い、良い対応

ができなかったReferenceに 対 しては、徹底

して何が問題であり、何が不十分であったの

かを分析 し、必ずそのフォローをしておくこ

とが重要なのである。図書館員の精神性 とそ

れに基づ くknow-howの 蓄積 によるskillの

向上という、不断の努力なくして本質的な図

書館サービスの向上は有 り得ない。その努力

は自分自身の資質を高めることで もあり、そ

れと同時に利用者サービスの質的なレベルアッ

プをもた らすことで もある。

また、電子図書館が高度に発達 した段階で

は、図書館員は不要になるという考え方 さえ

もある。残された図書館員の道は、人と人と


